
                                                  ［様式第３号］ 

資料提供年月日 平成３０年１０月２３日

問い合わせ先

課 名 庁舎管理課

電 話
直 通 803-1152
内線  4420 

担 当 者
職名・氏名

職名・氏名

課長 田渕

副主査  岡

広 報 連 絡
＜市長定例記者会見資料＞

１ 件   名    岡山市本庁舎整備の方針について 

２ 趣   旨    耐震性能が不足し、老朽化が進む岡山市本庁舎について、

防災拠点機能の充実を図るとともに、更なる行政サービ

スの向上や事務の効率化を図るため、本庁機能や北区役

所機能をすべて集約し、建替えにより整備することとい

たしますので、ご報告いたします。 

         詳細は別紙のとおり 
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改修案 建替A案 建替B案

岡山市本庁舎整備の方針について
平成30年10月23日
庁舎管理課

（１）新庁舎の想定規模

（２）ライフサイクルコストの設定
（４）本庁舎整備の方針

・改修案は、防災拠点の項目以外、耐震壁等で制約を受けることが多い
ため、建替案より劣る。

・本庁機能をすべて集約することで、より行政サービスの向上、事務の効
率化が図られることから、総合評価において建替Ｂ案が有利。

・改修案は当初の工事費が最も低額だが、ライフサイクルコストは最も高い。
・建替案はＡ案の分庁舎建替え後、ほぼ同額程度で推移する。

集約の基本的な考え方

Ⅰ．防災拠点機能を本庁舎に集約すること

Ⅱ．北区役所機能を本庁舎に集約すること

Ⅲ．民間ビル賃借による分散化を解消すること

Ⅳ．既存庁舎の狭隘化を解消すること

・改修案は本庁舎の大規模改修後、25年後に分庁舎と集約建替え。
・建替Ａ案では分庁舎が残るため、25年後に建替え。
・建替Ｂ案では分庁舎を集約して建替えるため、分庁舎は売却を検討。

（３）ライフサイクルコストの算定

改修案 建替A案 建替B案

ユニバーサルデザイン △ ◎ ◎
市民交流 場 創出 △ ◎ ◎
防災拠点の整備 ◎ ◎ ◎
行政     向上（窓口 分散化解消） △ ○ ◎
事務 効率化（本庁機能 集約） × △ ◎
環境配慮 ○ ◎ ◎
経済性（ライフサイクルコスト） △ ◎ ◎
総 合 評 価 △ ○ ◎

備
え
る
べ
き
機
能
・
性
能

目
指
す
べ
き
庁
舎
像

・集約の基本的な考え方Ⅰ～Ⅳを満たすには建替Ａ案の規模が必要。
・本庁機能をすべて集約化するためには、建替Ｂ案の規模が必要。

建築物のコストを比較するには、当初の建設費だけでなく、修繕費や光
熱水費等の使用年数全体にわたるコスト（ライフサイクルコスト）で考えて
行く必要があります。

億円
（税抜）

年

改修案 建替A案 建替B案
概算工事費（当初） 約133億円 約198億円 約243億円
ライフサイクルコスト 計 約1,074億円 約959億円 約958億円
※概算工事費（当初）は、現庁舎の改修費又は新庁舎の新築工事費のみ計上している。
※維持管理費の設定は、原則として、「建築物のライフサイクルコスト（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）」を活用
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期間の設定

改修案

建替Ａ案

建替Ｂ案

ライフサイクルコスト評価の対象期間 （80年）

本庁舎大規模改修 本庁舎、分庁舎集約建替え

本庁舎建替え

分庁舎建替え

本庁舎、分庁舎集約建替え

解体

解体

分庁舎売却

分庁舎売却

分庁舎改修

本庁舎

保健所・
福祉事務所

災害対策
本部

本庁機能・北区役所 北区役所 本庁機能

建替A案

建替B案

分庁舎保健福祉会館

本庁機能

本庁集約（1,643名、47,800㎡）

本庁集約（2,159名、58,500㎡）




